
NiX Technical Report 2014 NiX Technical Report 2014 

7 8

１． はじめに

　神通大橋(下流側)は、昭和44年に完成した市道神

通町安養坊線の神通川に架かる重要橋梁である。本

報で述べる神通大橋の橋脚は、過去にひびわれ注入

及び表面保護工等の補修を施したものの、ひびわれ

の進展により保護被膜が破損している状況にある。

平成24年に詳細調査を実施し、アルカリシリカ反応

(以下ASR）対策の必要性を確認している。本文では、

同橋の橋脚の変状及びASRの進行状況を把握し、今後

の維持管理対策を立てることを目的に実施した、詳

細調査の概要を報告する。

２．橋梁概要

　架設年：1969年(供用45年)

　橋長：452.9m　有効幅員：車道7.5m 歩道3.75m

　上部工形式：PCT桁＋6×ランガー桁

　下部工形式：T型橋脚(井筒基礎)

　設計活荷重：TL-20(道示S31)

本橋の橋脚の諸元等を表-１以下に示す。　

３． 調査内容

　調査箇所と調査項目を表-2に示す。劣化した橋脚

の原因特定と損傷詳細を調査するために、各種室内

試験の他に、変状調査、はつり調査を現地にて実施し

た。

　試料の採取箇所は、原則として各橋脚のひびわれ

密度の高い部位の周辺とした。例として、P4橋脚の試

料採取位置を図-3に示す。

４． 調査結果

　本橋における、調査結果を以下に列挙する。環境条

件や初期施工も影響因子であることが分かる。

①ASRの特徴として圧縮強度は確保されるが、静弾性

係数が低くなる傾向がある。今回の試験結果では

圧縮強度も低くなる傾向もあり、打設時の締固め

が十分でなかったことが考えられた。

②北陸地方での調査結果では、安山岩の構成率が4％

程度を超えると、ASRによるひび割れが発生する傾

向がある。本調査結果（安山岩の構成率9～40％）よ

り、高い反応性の岩種が含有されていたものの、岩

種構成とASRの進行状況は必ずしも一致するもの

では無かった。

③推定したアルカリ総量には骨材のアルカリを含ん

でおり、建設時にアルカリ濃度の高いセメントが

使用されたことが推察された。

④残存膨張率の試験結果から全て「残存膨張性あり」

と判定された。また、はつり調査の結果からループ

筋の破断が確認されたが、他の調査例から梁内部

のせん断鉄筋が破断している可能性もある。

⑤コア試験ではASR が確認されたにもかかわらず、

構造物の外観でのひび割れ状況に差が生じていた

ことは、橋脚位置の流水部からの離れによる乾湿

の繰返し頻度が一因と推察される。

⑥全般的に橋脚表面部の塩化物イオン濃度が高く、

構造物に浸透した塩分の起源は冬期に散布される

凍結防止剤（主成分NaCl）と考えられる。

⑦超音波伝播速度は3,000m/sec 前後と低く、「不良」

～「やや良」の評価となった。ASRにより表面部に比

して深部の伝播速度が速い傾向があった。

５． ASRが確認された構造物の維持管理

　既設コンクリート構造物のASR抑制策は、要因の除

去（コンクリート内部の水分供給の抑制）にある。表

面被覆工や伸縮装置の止水化などが実施されてきた

ものの、十分に効果が得られていない場合もある。

ASRが原因で更新された例もあり、今後維持管理して

いくためには、構造物の短期及び長期的な使用計画

を明確にして適宜対応を図る必要があろう。

６． 終わりに

　本調査に当たり、

金沢大学鳥居教授、

並びに(株)フルテッ

クの野村氏 にアド

バイスを頂きました

ことに感謝申し上げ

ます。
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　　　　写真-1　神通大橋（下流側）全景写真　　　　

表-1　調査橋脚の形式と寸法

表-2　調査箇所・調査項目一覧表

図-1　P1橋脚 図-2　P4橋脚

図-7　残存膨張試験結果

　　　　　図-3　P4橋脚試料採取位置　　　　　

図-4　圧縮・静弾性係数 図-5　骨材岩種判定 図-6　アルカリ総量試験
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アルカリシリカ反応による劣化調査
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